
第14回⽇本臨床腫瘍学会
北信越地区セミナー

【プログラム】
開会挨拶（14：00～14：02）
福井県済生会病院 腫瘍内科 中山俊

Ⅰ症例演題（14：02～14：20）
①富山県立中央病院腫瘍内科 小川浩平先生
「当院における切除不能大腸癌に対する抗EGFR抗体薬リチャレンジ療法の現状」
②新潟大学医歯学総合病院腫瘍内科 木村和義先生
「TMB-highの後腹膜脱分化型脂肪肉腫術後再発に対してペムブロリズマブが奏功した一例」

Ⅱ一般演題（14：20～15：20）
①富山大学第3内科 安藤孝将先生

「消化管癌薬物療法の現状と課題」
②福井大学がん診療推進センター 今村善宣先生

「頭頸部がん治療における免疫チェックポイント阻害薬の役割」
③信州大学医学部附属病院消化器内科 奥村太規先生

「肝細胞癌の全身薬物療法の現状と今後の展望」
④福井大学医学部附属病院血液・腫瘍内科 新家裕朗先生

「血液疾患における免疫・細胞療法 (Bispecific antibody / CAR-T) の現状」
⑤金沢大学呼吸器内科 木場隼人先生

「肺がん治療の現在地」
質疑応答

Ⅲ特別講演（15：35～16：35）
国立がん研究センター東病院消化管内科 吉野孝之先生

「トレジャーハンターを目指して」

閉会挨拶（16：35～）

会場：福井県済生会病院東館3f 大研修室とWebのハイブリッド開催
申込：事前登録制 URL又はQRコードよりお申し込みください

https://forms.gle/odbbkAeEf6vLSio97
受付期間：2025年1月10日(金)～ 2月14日（金)
主催：日本臨床腫瘍学会

テーマ：
標的と免疫：臓器横断的に更なる進歩を考える

【お問合せ先】
福井県済⽣会病院腫瘍内科中⼭俊
e-mail：nakayama.takashi4001@fukui.saiseikai.or.jp

2025年

2/22 ㊏
14：00～17：00

参加費無料


